
高病原性鳥インフルエンザ感染経路究明チームの編成について 

プレスリリース 平成１７年７月１３日

農林水産省 

茨城県下で発生した高病原性鳥インフルエンザの感染経路の究明については、平成１７年６月２９日に開催され

た「食料・農業・農村政策審議会消費・安全分科会家畜衛生部会第１３回家きん疾病小委員会」において、農林水

産省に専門家からなる「感染経路究明チーム」を編成し、疫学的・病原学的観点から分析・評価を実施して原因究

明を図り、今後の発生予防、まん延防止に資することとされたところです。 

この助言を踏まえ、今般、標記検討チームを編成しましたので、お知らせいたします。 

１ 感染経路究明チーム委員  

 

 

 

 

 

 

２ 検討事項 

(1) ウイルスの病原学的分析等に関すること。 

(2) 感染経路を究明するための疫学的調査に関すること。 

(3) ウイルスを伝播する可能性のある野鳥等の調査に関すること。 

(4) その他感染経路に関すること。 

３ 今後の予定 

７月下旬から８月上旬に第１回検討会を開催予定 

伊藤 壽啓（としひろ） 国立大学法人鳥取大学農学部獣医学科病態・予防獣医学学科目獣医公衆衛生

学分野教授

大内 義尚 茨城県県西家畜保健衛生所防疫課長

金井  裕（ゆたか） 財団法人日本野鳥の会自然保護室主任研究員

西藤 岳彦 独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構動物衛生研究所感染病研究

部病原ウイルス研究室主任研究官

志村 亀夫 独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構動物衛生研究所疫学研究部

長

寺門 誠致（のぶゆき） 農林漁業金融公庫技術参与

米田久美子 財団法人自然環境研究センター研究主幹

○ 鶏卵、鶏肉を食べることにより、鳥インフルエンザウイルスが人に感染することは世界的にも

報告されていません。 

○ 国内で鳥インフルエンザが発生したからといって、直ちに家庭等で飼育している鳥が感染する

ということはありません。 
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